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親
、
親
族
の
介
護
を
担
う

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
な
ど

の
窮
状
は
さ
ら
に
深
刻

さ
を
増
す
ば
か
り
だ
。

◆
子
ど
も
の
最
善
の
利
益

子
ど
も
の
権
利
条
約
が

掲
げ
る
「
子
ど
も
の
最
善

の
利
益
を
優
先
す
る
」
と

い
う
理
念
を
打
ち
立
て

ず
に
、
子
ど
も
政
策
の
立

案
や
新
た
な
組
織
づ
く

り
は
で
き
な
い
。
「
こ
ど

も
庁
」
の
創
設
は
「
こ
ど

も
の
権
利
基
本
法
」
の
制

定
と
車
の
両
輪
と
し
て

推
進
す
べ
き
だ
。

子
ど
も
た
ち
が
仲
間

と
一
緒
に
遊
び
、
学
び
、

育
ち
、
幸
せ
な
子
ど
も
の

時
間
を
過
ご
せ
る
よ
う

に
す
る
こ
と
は
大
人
の

責
務
だ
。
子
ど
も
た
ち
が

未
来
に
希
望
を
持
て
る

社
会
を
創
っ
て
い
こ
う
。

 
 

 
 

 

「こども庁」は
「こどもの権利基本法」と両輪で

◆
低
い
日
本
の
子
ど
も
の
幸
福
度

子
ど
も
た
ち
が
幸
せ
に
暮
ら
せ
る

社
会
を
是
非
と
も
実
現
し
て
い
か
な

く
て
は
な
ら
な
い
。
不
登
校
、
児
童
虐

待
、
子
ど
も
の
自
殺
は
、
２
０
２
０
年

度
の
統
計
で
過
去
最
多
と
な
っ
た
。
日

本
の
子
ど
も
の
７
人
に
１
人
は
「
貧

困
」
状
態
に
あ
る
。
ま
た
、
国
連
児
童

基
金
（
ユ
ニ
セ
フ
）
の
２
０
２
０
年
報

告
書
に
よ
る
と
日
本
の
「
子
ど
も
の
精

神
的
幸
福
度
」
は
先
進
国
38
か
国
中

ワ
ー
ス
ト
２
位
。
子
ど
も
を
軸
に
据
え

た
抜
本
的
な
政
策
転
換
が
急
務
だ
。

日
本
が
１
９
９
４
年
に
批
准
し
た

「
子
ど
も
の
権
利
条
約
」
は
、
親
の
経

済
状
況
な
ど
に
か
か
わ
ら
ず
、
す
べ
て

の
子
ど
も
に
生
き
る
権
利
や
教
育
の

権
利
を
保
障
し
て
い
る
。
し
か
し
、
児

童
福
祉
法
に
同
権
利
条
約
が
明
記
さ

れ
た
の
は
、
児
童
虐
待
で
亡
く
な
る
子

ど
も
が
相
次
い
だ
２
０
１
６
年
と
遅

く
、
そ
の
後
も
条
約
の
理
念
を
実
現
す

る
た
め
の
国
内
法
の
整
備
は
一
向
に

進
ん
で
い
な
い
。

◆
伝
統
的
家
庭
像
で
は
解
決
で
き
な
い

政
府
与
党
は
、
子
ど
も
関
連
政
策
の

司
令
塔
と
な
る
「
こ
ど
も
家
庭
庁
」
を

創
設
す
る
と
い
う
。
当
初
は
「
こ
ど
も

庁
」
だ
っ
た
が
、
伝
統
的
家
庭
像
（
夫

が
働
き
妻
が
家
庭
を
守
る
）
や
子
育

て
・
介
護
を
家
庭
内
の
責
任
と
す
る
自

民
党
保
守
派
に
配
慮
し
て
名
称
が
変

わ
っ
た
。
少
子
化
対
策
に
重
き
が
置
か

れ
る
可
能
性
が
強
く
、
個
人
の
多
様
な

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
政
府
が
介
入
し

て
く
る
恐
れ
も
あ
る
。

こ
の
方
向
で
は
、
貧
困
に
窮
す
る
ひ

と
り
親
家
庭
、
孤
立
す
る
外
国
人
の
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